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現在の生活に満足（満足している＋やや満足している）と回答した人は 71.0％でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

令和６年度横浜市外国人意識調査結果のポイント 

ポイント① 生活の満足度 満足度は７割を超える 

満足している
31.6%

やや満足している
39.4%

どちらともいえない
18.2%

やや不満がある
4.1%

不満がある
2.2%

わからない
1.0%

無回答
3.5%

<現在の生活の満足度（単一回答)> (n*= 1,512)
*当該設問の有効回答数

「満足している」（31.6％）と
「やや満足している」（39.4％）
を合わせると 71.0％ 

〈参考 令和元年度調査結果（単一回答）〉 

満足している

31.7%

やや満足している

32.4%

どちらともいえない

25.5%

やや不満がある

4.7%

不満がある

2.9%

わからない

1.5%

無回答

1.3%
(n=1,764)

「満足している」（31.7％）と
「やや満足している」（32.4％）
を合わせると 64.1％ 
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横浜に住む理由についての複数回答で最も多いのは、「通勤・通学に便利だから」で 38.6％ありま

した。次に多いのは、「横浜が好きだから」33.5%でした。 
また、横浜で魅力を感じる点についての複数回答で最も多いのは、「ショッピング施設が充実して

いて買い物が便利である」で 31.3％ありました。次に多いのは、「海や港が近くにある」27.6%でし
た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポイント② 横浜に住む理由 

      横浜の魅力 

通勤・通学、買い物にも便利               

横浜が好きだから、海や港が近くにあるから 

38.6%

33.5%

23.0%

22.2%

21.0%

19.9%

18.5%

18.3%

16.7%

16.1%

14.6%

12.6%

10.7%

9.9%

9.4%

8.2%

6.2%

5.4%

4.0%

8.7%

5.9%

0% 10% 20% 30% 40%

通勤・通学に便利だから

横浜が好きだから

自分や家族の持ち家だから

街並みや景色がよいから

買い物、医療などの生活

環境が整っているから

治安が良いから

普段の生活を楽し

く過ごせるから

時間があるときや休日を楽

しく過ごせる場所があるから

自然が身近にあるから

街のイメージがよいから

街ににぎわいや活気があるから

友達などが近くにいるから

愛着があるから

親や子、親族が近くにいるから

同じ国の出身者が近くに多く住んでいるから

子育ての環境が整っているから

家賃や住宅の価格が安いから

防災面で安心だから

生まれ育った場所だから

その他

特に理由はない

＜横浜に住む理由（複数回答）＞ (n＊= 1,512)
*当該設問の有効回答数
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31.3%

27.6%

25.6%

24.8%

19.2%

16.7%

9.6%

8.5%

6.2%

5.0%

4.4%

3.4%

3.3%

3.2%

5.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

ショッピング施設が充実し

ていて買い物が便利である

海や港が近くにある

国際的な雰囲気がある

道路や地下鉄がたくさんあ

って買い物が便利である

大きな公園や林など

の自然が残っている

経済的に活力があり、働

くところがたくさんある

社会のルールが守られ

ていて、犯罪が少ない

文化・スポーツ・娯

楽施設が充実している

古い良い街並みや建物が残

り、街に落ち着きがある

物や土地の値段が安定している

人のやさしさがたくさんあり、人と人との触れ

合いがある

情報がたくさんあり、新しい文化が生まれ、街

が個性的である

防犯対策が充実しており、安心して暮らせる

地域が開かれている

特に魅力を感じる点はない

＜横浜の魅⼒ （複数回答。3つまで選択）> (n＊= 1,512)
*当該設問の有効回答数
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まだ地域活動をしていない人のうち、「やってみたい地域活動は何ですか」という問いに対し、何ら

かの地域活動への参加意向を示した人は 48.7％でした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポイント③ 地域活動 
まだ地域活動をしていない人のうち、５割近くが参加意
向あり 

16.4%

15.0%

14.6%

11.1%

10.9%

10.3%

9.7%

8.5%

8.1%

7.2%

6.1%

5.7%

4.8%

3.0%

2.5%

0.5%

36.2%

15.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

言語を教える

通訳・翻訳をする

日本に来たばかりの外国人の支援

外国の文化や習慣を教える

公園の掃除や花の世話

地域のスポーツイベント

やチームに参加する

地域のイベントを企画する・手伝う

GREENｘEXPO2027のボラン

ティア（通訳や案内など）

防災活動（消防団や地域の避難訓練など）

外国につながる子どもの支援

勉強を教える

高齢者や体の不自由な人の支援

子どもを預かったり面倒を見る

自治会・町内会やPTA

NPOや市民団体の設立

やメンバーとしての参加

その他

特にない

無回答

<やってみたい地域活動 (複数回答)>

(n＊= 1,001)

地域活動への参加意向
48.7%

複数回答が可能なため全体
(100%)から「特にない」(36.2%)
と「無回答」(15.2%)を除いた
値を参加意向とした。

*当該設問の有効回答数

36.7%

32.4%

31.0%

21.7%

21.5%

15.6%

15.5%

15.1%

11.6%

7.5%

1.0%

20.1%

5.7%

0% 20% 40%

日本に来たばかりの外国人の支援

言語を教える

通訳・翻訳をする

外国の文化や習慣を教える

地域のイベントを企画する・手伝う

外国につながる子どもの支援

高齢者や体の不自由な人の支援

勉強を教える

子どもを預かったり面倒を見る

スポーツを教える

その他

特にない

無回答

(n=1,764)

地域活動への参
加意向74.1％

複数回答が可能なため、
全体（100％）から「特にない」
（20.1％）、「無回答」（5.7％）
を除いた数値を参加意向とした

〈参考 令和元年度調査結果（複数回答）**〉 
** 地域活動の経験有無にかかわらず、

すべての人を対象としています。 
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横浜での生活で困っていることや心配していること(23 項目)について「とても困っている」「少し

困っている」と回答した割合が最も多い項目は、「生活費」で 36.2％でした。次いで多いのは「税
金・年金の手続き」36.0%「老後の生活」34.5%でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポイント④ 困りごと 上位３項目は「生活費」「税金・年金の手続き」「老後の生活」 

36.2%

36.0%

34.5%

30.2%

25.2%

23.1%

22.9%

21.8%

21.0%

20.9%

20.6%

20.2%

19.8%

18.8%

16.5%

15.6%

14.7%

14.5%

7.2%

6.4%

5.6%

5.5%

3.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

生活費

税金・年金の手続き

老後の生活

言葉に関すること（日本語でのコミ

ュニケーションや多言語表示など）

外国語で情報を入手するところ

・外国語で相談できるところ

日本人との付き合い方

災害時・緊急時の対応

仕事さがし

住まい探し

家族の介護・福祉サービスの利用

こころや身体の健康や医療

防犯対策、犯罪にあったときの対応

子どもの教育

地域社会への参加（自治会町内会など）

出産・子育て

職場での仕事の仕方、人間関係

自動車・自転車（免許

や交通ルールなど）

地域の施設の利用方法

ごみの出し方

ペット

LGBT等（性的少数者）

へのサポート・理解

結婚・離婚の手続き

DV（夫や妻、パートナー等からの暴力）

＜横浜での生活で、困っていることや心配していること（複数回答）> (n＊= 1,512)
*当該設問の有効回答数
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子どもの居場所としてあると良いと思われる複数の回答で、最も多いのは「スポーツや運動がで
きる場所」で 26.6％でした。次に多いのは、「日本の生活習慣や文化を学ぶことができる場」26.0%
でした。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポイント⑤ 子どもの居場所 「スポーツや運動ができる場所」「日本の生活習慣や文
化を学ぶことができる場」 

26.6%

26.0%

23.6%

21.1%

21.0%

15.3%

14.0%

12.8%

12.4%

11.8%

9.5%

7.5%

1.8%

7.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

スポーツや運動ができる場所

日本の生活習慣や文化

を学ぶことができる場

多世代や異文化間

で交流ができる場

キャンプなど様々な

社会体験ができる場

自分が好きなことや、興味があるこ

とができる場（本・漫画やゲームなど）

学校の勉強を教えてもらえる場

母国語で相談ができる場所

同じ国出身の人が多く集まる場

やさしい日本語表示や翻訳機が充実していて、

母国語しか話せなくても安心できる場

他の子どもと一緒に食事ができる場

（こども食堂など）

専門のスタッフが見守ってくれる場所

外国人が利用できる障害福祉の制度に

ついて情報が得られたり、相談できたりする場

その他

わからない

＜子どもの居場所としてあると良いところ （複数回答)＞
*29歳以下、または0歳〜18歳のお⼦さんがいる⼈を対象に質問

(n＊＝885) 
＊当該設問の有効回答数 

※29 歳以下、または 0歳～18 歳のお子さんがいる人を対象に質問 
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大地震が起きて自宅が使えなくなったときなどに避難する場所「地域防災拠点」について、「知っ
ているし、場所もわかっている」38.5％（前回（令和元年度）43.9％））、「知っているが、場所はわ
からない」25.6％（前回 27.7％）、「しらない」30.7％（前回 25.8％）となりました。地域防災拠点
の場所を知っている人は４割以下となりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ポイント⑥ 防災 地域防災拠点の場所を知っている人は４割以下 

＊当該設問の有効回答数 


